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量子力学においては同種粒子の無差別性が原理とされている。そこでは同種粒子おのおの別々にを追いか

けてそれらを区別する可能性は存在しない。テキストによっては [1]この原理が不確定性原理から導かれる
かのように記述しているものもある。我々が生活を営む世界では説明できない、全く異なる原理が量子の世

界を支配しているように記述するものが少なくない。しかし本当にそうであろうか。我々が日常生活をして

いる世界での個体を同定するメカニズムとはどんなものであろうか。

まず複雑系のひとつである人間の場合を考えよう。A氏が東京に住んでいて、あるとき大阪に移動したと
する。大阪にいても A氏は A氏である。これは、A氏の属性、名前から始まって、体の特徴、癖、好み、教
養、その性格、蓄えた知識、等々が保存されているからである。属性のいくつかは変化しても、体の特長さ

え保存されていれば、いつでも同一人物と同定できる。言い換えれば、保存されている属性によって個体の

同定がなされる。もし一卵性双生児の一人であれば、身につけている属性、分子レベルの構造の違い、ある

いは脳の中に記憶されている情報を引き出すことによって個体の同定がなされる。もしそれらの情報が全く

引き出されないか、引き出されても内的あるいは外的に何の作用も現れないときは個の同定はできない。

次にお金について考えよう。貯金箱に入っている硬貨には個々には傷があったり、汚れがあったり、歪みが

あったりして一つ一つの位置を追跡でき、識別できる。しかしお金として数えるときはその金額以外の属性

は考慮されない。汚れがある 10円玉もぴかぴかに光った 10円玉も金額以外の情報は無視され、個の同定の
意味を持たない。さらに極端な場合、預金通帳に入ってしまえば、個々の硬貨の形状や、光沢などの属性は

内的にも外的にも何の作用もしない。そこで個の同定は全くできない。金額だけが存在物として意味を持つ。

少しずつ簡単な構造物に移っていこう。ボールが２つあるとする。お互いに衝突したとしよう。２つのボー

ルが異なる形をしていれば、衝突前と、衝突後のボールは直ちに同定できる。同じ形をしたボールであった

なら、色という属性を用いればよいし、同じ形で同じ色であれば、微細な構造、たとえばわずかな汚れが保

存されていればよい。それもなくなってしまうならば、あらかじめ、傷をつけたり、色を変えたりするのも

よい。顕微鏡をつかえば、分子レベルの凹凸の特徴を用いてもよいことになる。いずれにしてもそれらが衝

突の前後で保存されていればよい。

次に分子に移ろう。高分子なら色を持つ分子集団をつけ加えておくのもひとつの方法である。色がつけら

れない場合はいくつか異なる原子を結合しておき、その構造が保存されているなら、衝突の前後において同

定ができる。

もし、衝突の過程においてその分子集団がばらばらになり、再び結合をしたとする。各分子集団の属性が

保存されていればその分子集団は同定できる。例えば分子を構成する原子のいくつかが放射性原子核であれ

ば、他の分子集団と明確に区別ができ、同定が行われる。もし属性が保存されておらず、つまり失われてい

るならばもはやどれが元の分子集団であったか同定できないことになる。

1



次に原子に移ろう。同一の種類の原子はその存在している位置情報以外は属性が全て同じであるとする。

このとき、位置を互に交換してしまえばもはや、個の同定はできない。

素粒子に移ろう。同一種の素粒子の属性、たとえば、静止質量、スピン、電荷などはすべて同じである。こ

れらの属性が、衝突の前後においてまったく同じならば、これを見分ける情報はなくなり、個の同定はでき

ない。

波に移ろう。波はその保存しているエネルギーと時空上の位置以外は固有の属性を持たない。したがって

波が衝突したあとで、どれが衝突前の波であったか個の同定はできない。

個体の属性とは、他と区別できる情報の集まりである。個体の同定とは、その保存する個体の属性によっ

て可能になる。位置情報だけが異なり、その他の固体の属性が同じならば、位置をお互いに交換した二つの

物体は個の同定ができない。これは決して不確定性原理から出てくる性質でもなく、量子力学特有の性質で

もなく、情報と個の同定との関係が示す自然界の基本原理である。我々の日常生活を営む世界と量子の世界

は連続してこの世に存在していなければならないというのがのが私の一貫した考え方である。
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